
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月ハッピーだより 

令和 5 年９月 

ハッピートライアングル 

竹ノ塚 

         

集団活動 

このゲームは、ボールを投げる運動機能を養ったり、的にめがけて投げる手と目の協応作

業の習得を目的としています。見えずらいですがフラフープに透明のテープをいろんな方

向から貼って、カラーボールを準備し、天井につるしたり、壁に立てかけて的をめがけて

投げボールをくっつけるゲームでとてもシンプルですが勢いをつけて投げたり、ボールを

両手に持って同時に投げたりとても盛り上がりました！ 

的あてゲーム 

文字をあてよう 

この活動は、左の写真の下にある小さいイラストをめくるとそのイラストの名称の文字が

一文字ずつ書いており、めくったときにその文字を読むことで文字の理解に繋げていま

す。また、めくったイラストの文字を上の大きいイラストのカードの上に並べ文字とイラ

ストのマッチングを行い名刺理解に繋げています。子どもたちは、準備の段階から「これ

なにー？」「アイスだー！」などとても興味津々取り組むことができていました♪ 

文字が苦手な子どもでも、イラスト同士をマッチングさせることでその名称を読み上げる

ことができたり、「この文字どこかなー．．．」と一生懸命考える姿も見れたりみんなとても

上手に参加することができていました！ 

8 月は避難訓練を行いました。以前もお知らせいたしましたが、避難時の対応について改めて周知いたします。 

地震・火災が起こった際、一時集合場所の『竹の塚第７公園（竹ノ塚 1 丁目 31 番 1 号）』に避難いたします。 

避難後、事業所携帯電話より保護者様へご連絡いたしますので、竹の塚第 7 公園にお越しください。そこで、お子様

の引き渡しを行いたいと思います。緊急時にはスムーズに避難できるよう、今後もしっかりと取り組んでいきます。 

避難所は『竹ノ塚小学校』となっています。よろしくお願いいたします。 

おしらせ 

【予防接種当日の利用について】 

お子様の予防接種後には、副反応が生じる場合がございます。予防接種を受ける際はご利用を控えていただきますの

で、1 週間前までにお知らせください。よろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までのスプーンすくいと何が違うの．．．?? 

食育道具が新しくなりました！ 

 

 

 

お箸・スプーン 

すくい 

なんとこのウサギ 

顔が外れます‼ 
ベリべリ 

マジックテープなので

簡単に取り外し可能で

す♪ 

どれにしようかな～ 

好きな顔を

選びます！ 

君に決めた‼ 
ぺた‼ 

完成～♪ 

あとは貼るだけで、

好きなキャラクター

にご飯を食べさせる

ことができるように

なっちゃいました♪ 

ぱく 

ぱく 

今までこの道具は、アンパンマンのスプーンすくいとドラえもんのスプーンすくいの二つがありました

が、やはり長く使っているとキャラクターの顔の原型が保たれなくなってきてしまいます。 

また、そのキャラクターに興味がないと集中力も短く、すぐに課題を終えてしまうこともあります。 

課題づくりではその子どもがどうしたら楽しく取り組んでもらえるのか、どうしたら集中して取り組んで

もらえるのか考えながら作成しています♪食育関係では食べる楽しさを伝えたり、スプーンやお箸を上手

に使えるようにトレーニングをする子どもが多く、とある職員がだれでも楽しく簡単に取り組めるように

改良してくれました‼キャラクターの種類も豊富で使用した児童も自然と笑顔がこぼれていました♪ 

今後もキャラクターは増えていく予定です‼ 

８月は放課後等デイサービスのお兄さん、お姉さんに加わらせていただき、 

夏祭りと水遊びを行いました。 

お祭りでは甚兵衛や浴衣を着る子どもたちもいて夏祭りの雰囲気を盛り上げてくれて、 

子ども達も景品や、おやつにかき氷やチョコバナナを食べることができてとても 

うれしそうでしたよ(^^) 

水遊びでは水に怖がることなく遊ぶ姿や、はじめは遠くから水鉄砲を飛ばして遊び、 

後半慣れて水に触れることが出来た子どもなどみんなとても楽しく参加できていました♪ 

コロナの規制が緩和され遊びのレパートリーが増え子どもたちの新たな一面を発見でき、 

この経験を支援課題に取り入れながらより良い支援を提供していきたいと思いますので 

引き続きご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

 


